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され、平成7年9月よりに原研に於いて実施された。   















について．ヴfa〔tOI、の測定を行なった。   
実験は原研のタンデム・超伝導ブースター加速器から得られた385MeVの90zrビームを用い  
て行なった。ターゲットには181Ta、鉄、嗣からなる3屑ターゲットを使い、ターゲットを挟ん  
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p－、Olateでなければならず、明らかに矛盾する。   
我々が内部転換電子ガンマ線角度相関と↑－T角度相関の同時測定から得た11／2「－→9／2▲  
遷移の新しい混合比の値は∂＝－0．59士0．14であり、バンドヘッドの四重棒モーメントの符号と  
も矛盾しない。この結果は9／2‾［505］バンドの変形がoblateである事を強く支持する。   













的回転に対応する励起であると期待されるが、今後準位の寿命測定を行なう必要が在る。   
（4）指標逆転現象（小松原哲郎）   
これまでの我々の研究から、質量数130領域の奇奇核アイソトープにおける指標逆転現象が  
見出されたLlO］。そして124cs、126cs 、124La、1コ8La、等の研究によって、陽子数や中性子数  
に対する核構造の系統的な変化が明らかになり、指標逆転が起こる条件として粒子配位構造が車  
2物理学研究科2年  
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【2】クラスターと重イオン核反応 （李 相茂）   
（1）高温中重核・核分裂時間の角運動量依存性  
く李相茂、中川孝秀り、中川恵子り、阿部恭久2）、和田隆宏”）   
理研リングサイクロトロンによるEgNi（580MeV）＋5六戸e系の実験を行い、遅延時間が温度と  
角運動量に定量的に依存することと、その物理的起源を世界で初めて明らかにした。   
核分裂片はT－0－Fにより、荷電軽粒子は37rPhoswichcounterで同時計測をした。軽粒子ス  
ペクトルは分裂前の複合核かぢのものと、分裂後の核分裂片からの寄与分で3－SOUrCe－fitで  
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図2）黒丸は実験値より導出さ   
れた核分裂の角運動量依   
存性。実線は理論計算値   
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（2）プラズマ中のC。。クラスター単分子崩壊  
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Fig．1：イオン源から得られる質量分布  
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Fig．3：各フラーレンイオンの崩壊定数  Fig．4：飛行時間による崩壊定数の変化  
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（3）マイクロ・クラスター分裂の研究装置  
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（1）偏極陽子弾性散乱から見た40ca核内での陽子の流れの密度と吸収分布   
我々は、光学ポテンシャルを”モデルに依らない”解析手法で導く事を昨年度に報告し、論文  
にまとめた。この手法で導かれたポテンシャルと波動関数を用い、原子核の近傍と内部で入射陽  





〝   
波動関数の規格化には自由度かあるので、絶対値は当面意味が無い。図1に20．5MeVと6  












から最初にz方向を向いていたスピンにどの程度一Z方向成分が混入してくるかを評価出来る。   
今の場合最大に捻れている軌道で0．1程度である。 65MeVに陽子エネルギーが上がる  
と、慣性が大きくなり、核力も実質的に弱くなるので、もはや核内には焦点を結ばない。しかし、  
エネルギーが高くなると軌道角運動量の大きな波の寄与が増えるのでこの図の内、最大に捻れて  



















A＝   
（全反応断面積）  
図3に一入壱の分布を示す。人言は20．5MeVの場合、渦が出来ていた領域ではうまく定義出来な  
いが焦点では大体1．7fm、65MeVの場合は原子核全体でほぼ一様ななり5fm程度である。   
図1入射エネルギーが20－5MeVと65MeVの時のβz＝＋1／2に偏極した陽子の原  
子核内と近傍での流れの密鼠 破線は対応する流れの密度のⅩZ面への射影。  
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図3 入射エネルギーが20・5MeVと65MeVの時のs3＝＋1／2に偏極した陽子の原  
子核内と近傍での非弾性散乱平均自由行程の図。20．5MeVの場合出口付近で渦をまいてい  
る場所があり、そこでは流れの密度が極端に薄いので、振るまいがおかしい。  
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欧州共何原子彪’研究樺輝における克験。  飛行停滞測定器ブロトタイプの時間分解館  

























露仇描び分解能飛f川川鋸机葺ふ膏L」扉蕗  集荷回廊の写寅   



















あるが、下右図に示すように、すでに明瞭な相関が現れつつあり、今後の解析に大いに期待している。   
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C Pの破れの起源についての1つの有力な考えは、カビポ小林一益川（CKM）行列  
要素に複素数位相を取り入れた標準模型である。この考えの実験的検証はFNALやCERN  
において進められているが、まだ決定的な結果を得ていない。一方、宇宙におけるバリオン非  
対称性の観測からは、CKM位相とは起源の異なるもの、つまり 《標準模型を越えたCPの破  
























ー 、データ収集系、トリガー系、／⊥＋中間子ポーラリメーク、方0検出器の読み取り、などを担  
当している。検出器系のど一ムによる調整がほぼ終了し、1996年4月より本番のデータ収  
集が開始される。  
b）核物質からのストレンジ・クォークの生成と偏梅 一後方AおよびKO粒子生成  
人粒子は、ストレンジ・クォーク（以下s－クォークと呼ぶ）を含む最も軽いバリオンで  
ある。S－クォークは通常の原子核中には存在しない。このため、∧粒子の生成は必ず次の2つ  
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よく再現できた。再結合係数のト依存性についても同様の結果を得た。   
c）打中間子一原子核反応における〃中間子の生成  
汀中間子による原子核の励起は、もっとも基本的な反応の一つであるにも関わらず、閥  
値～数G e Vのエネルギー領域で実験的にも理論的にも系統的な研究が全く行われていない。  
【 47   
一方、素過程である好一核子反応における町中間子生成ついては系統的なデータが揃っており、  
部分披解析による散乱振幅の現象論的模型が確立している。  












d）C s T（1、1）カロリメータの波形読み取りシステムの開発  
高エネルギー実験においては、測定の計数率が非常に高く、検出器からの信号に対して  










S CAとはランダムアクセスのアナログパイプラ  
インメモリー】Cで1チップあたり8チャンネル  
×128サンプルの記憶容塵を持ち、最大100  
MH zのサンプリングが可能である。システムは  
F a s tl〕u s規格に準拠しており、SCA－′Ⅰ、F▲5，加，  
h亡Ipl■n●  
D披形読み取り部とデジタルシグナルプロセッサ  
ー（DS P）波形データ処理部とから構成される。  
DS Pにはモトローラ社のD S P56002（40  




を行った。  図2．S C＾－TD波形  
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